
（別紙３）

～ 令和　8年　２月　２８日

（対象者数） 10名 （回答者数） 6名

～ 令和　8年　２月　２８日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

･親子で同じ活動や製作に取り組んでいる

（楽しさや難しさを知ることができる）

･フリーデイを設けることによって、保護

者同士で交流がもてる

2

･トイレに子どもが入りやすい環境作り

･玄関口の壁面･窓･棚の上に季節を感じて

もらえるように、ディスプレイや飾りを手

作りして設置している

3 ･保護者からの要望を取り入れる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
･OT･PT･STの有資格者の配置を検討、外部

機関との交流機会の増加を図る

2

3

○事業所名 神栖市児童発達支援事業所　つくしんぼ

○保護者評価実施期間 令和　8年　2月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和　8年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　8年　３月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

母子通所であること

･子どもとの関わり方のポイントを学べる

･子どもの成長を実感できる

･保護者と指導員･保護者同士のコミュニ

ケーションがとれる

環境･体制が整備されていること

･トイレや手洗い場が幼児サイズになってい

る。

･支援に十分なスペースが確保されている。

･有資格者が規定人数以上に配置されてい

る。

外部講師が来てくれること
･ムーブメント教育療育･リトミックのセッ

ションを受けることができる

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

OT･PT･STの有資格者が配置されていない ･在籍児は外部の機関で受けられる

事業所における自己評価総括表公表


